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議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
役
割
や

機
能
、
議
員
の
責
務
や
活
動
な
ど
に
つ

い
て
定
め
た
条
例
の
こ
と
で
す
。
町
民

と
の
対
話
や
協
働
の
促
進
、
政
策
の
立

案
と
提
言
の
強
化
、
議
会
運
営
の
透
明

化
な
ど
が
図
ら
れ
、
議
会
と
議
員
の
能

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

美
郷
町
議
会
で
は
、
「
議
会
基
本
条

例
素
案
検
討
部
会
」
に
所
属
す
る
議
員

７
人
が
、
令
和
４
年
９
月
か
ら
素
案
づ

く
り
を
始
め
ま
し
た
。
議
員
全
員
の
意

向
を
確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
令

和
５
年
４
月
に
素
案
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

素
案
は
、
９
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
１
章
「
総
則
」
で
は
、
「
町
民
福

祉
の
向
上
と
公
正
で
民
主
的
な
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
謳う
た

い
ま
し
た
。

　

第
４
章
「
町
民
と
議
会
の
関
係
」
に

は
、
広
報
・
広
聴
活
動
に
積
極
的
に
取

▼�

現
在
の
議
員
定
数
は
16
人
、

　
次
回
改
選
時
は
・
・
・

　

美
郷
町
議
会
に
お
け
る
適
正
な
議
員

定
数
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
定
数
も
削
減
す
べ
き
と
い
う
意
見
も

あ
れ
ば
、
町
民
の
声
を
届
け
る
た
め
に

は
削
減
し
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。

　

定
数
を
変
更
す
る
場
合
は
、
条
例
の

改
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

り
組
む
こ
と
、
第
５
章
「
議
会
運
営
の

原
則
」
に
は
、
政
策
等
の
立
案
と
提
言

に
努
め
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
文
化

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
条
例
の
制
定
と
施
行
に
向

け
、
議
員
全
員
で
協
議
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▼�

議
員
報
酬
に
つ
い
て
、

　
費
用
弁
償
の
支
給
も
併
せ
て
検
討

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
報
酬
の
額
が
「
議

員
の
な
り
手
不
足
」
の
一
因
だ
と
い
う

声
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
活
動

量
か
ら
適
正
な
報
酬
の
額
を
求
め
る
方

法
も
、
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

美
郷
町
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
と
併

せ
て
、
現
在
は
支
給
し
て
い
な
い
「
費

用
弁
償
」
（
交
通
費
）
に
つ
い
て
も
、

検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
に
、
議
員
任
期
の
折

り
返
し
点
を
迎
え
、
委
員
会
の
構
成
も

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
２
年
間
の
、
議
会
活
性
化
に
お

け
る
主
な
検
討
テ
ー
マ
は
、
「
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
対
応
」
と
「
広
聴
活
動
の
あ

り
方
」
で
す
。

　

議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
ほ
か
、
議
会
基
本

条
例
の
施
行
に
向
け
、
関
係
す
る
条
例

な
ど
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
基
本
条
例　

素
案
ま
と
ま
る

議
会
基
本
条
例　

素
案
ま
と
ま
る

定
数
と
報
酬
を
考
え
る

定
数
と
報
酬
を
考
え
る

活
性
化
第
２
幕
の
２
大
テ
ー
マ

活
性
化
第
２
幕
の
２
大
テ
ー
マ

す
す
む
議
会
活
性
化

す
す
む
議
会
活
性
化

す
す
む
議
会
活
性
化

　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

　
広
聴
活
動
の
あ
り
方
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みん
なで

やるぞ
！！

教 育 民 生 常 任 委 員 会 総 務 産 業 常 任 委 員 会
［ 視 察 地 ： 神 奈 川 県 大 和 市 な ど ］ ［ 視 察 地 ： 千 葉 県 多 古 町 な ど ］

　美郷町は、屋内遊び場施設の建設を計画しています。特に雪国に
おいては、天候を気にせずに遊べる屋内施設が、子どもの生きる力
を育むことにつながります。
　「文化創造拠点シリウス」（大和市）は、生涯学習センターと図書
館などが複合した７階建ての大型施設です。遊具が設置された「ち
びっこ広場」の中にも絵本コーナーがありました。
　「ASOBono ！（アソボーノ）」（東京ドームシティ内）は、多く
の自治体の子育て支援施設に関わる会社が運営しています。色々な
遊具の中で、子どもたちが元気に遊んでいました。

初日は、美郷町と交流のある東京
都大田区を表敬訪問しました。

区議会の方々からは、タブレット端末
の導入や会議のネット中継など、デジ
タル化に関する説明を受けました。

他には、産業創出の拠点となる大
規模複合施設「羽田イノベーショ

ンシティ」などを見学し、２日目から
は、地域課題解決の先進地を委員会ご
とに視察しました。

　成田空港の近くにある多古町は、「子育て世帯が移住したい町」
の上位にランクする注目度の高い町です。工業団地には龍角散も進
出しています。
　鉄道駅がないため、地域内交通の確保は重要な課題です。町が行っ
ているデマンドタクシー事業は、美郷町の乗合いタクシーとは違い、
自宅から乗車が可能なシステムでした。
　龍角散の工場では、厚生棟の新築工事が進められていました。建
物内部の仕上げ材には、美郷町産スギ材（約４トン）が使われてい
ます。

行政視察     研修行政視察     研修（7（7月月1212日日 〜1 〜144日日））

乳幼児対象の「ちびっこ広場」 料金400円、電話等で随時予約 壁や天井には美郷町産スギ材都内最大級のボールプール 発言がすぐ文字化されるシステムを導入 大田区の議員は、ペーパーレスで会議

シリウス アソボーノ デマンドタクシー
龍角散千葉工場厚生棟

大田区を大田区を 表敬訪問表敬訪問

大田区議会議場を見学 デジタル化を学ぶ
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６６
月
定
例
会

月
定
例
会
合
併
20
周
年
記
念
事
業�

85
万
円

　

美
郷
町
産
業
大
使
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
う
た
（
フ

ル
ー
ト
編
）
」
Ｃ
Ｄ
作
成
に
要
す
る
経
費

危
険
樹
木
診
断�

96
万
円

環
境
配
慮
型
美
郷
暮
ら
し
整
備
事
業�

49
万
円

　

旧
六
郷
わ
く
わ
く
園
跡
地
の
整
備
に
向
け
た
地
下
水

影
響
調
査
の
実
施

深
澤（
均
）議
員　
調
査
の
内
容
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
敷
地
面
積
に
ど
れ
く
ら
い
の

人
が
住
め
る
の
か
、
地
下
水
の
推
計
を
行
う
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
拠
点
創
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
７
６
４
万
円

　

検
討
委
員
会
の
開
催
等
に
要
す
る
経
費
及
び
基
本
設
計

業
務
委
託
料

高
橋（
邦
）議
員　
屋
内
遊
び
場
施
設
の
予
定
地
を
、

旧
六
郷
公
民
館
跡
地
と
し
た
理
由
は
。

福
祉
保
健
課
長　
既
存
施
設
と
の
利
便
性
を
考
え
た

も
の
で
、
基
本
構
想
を
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

６
月
５
日
か
ら
11
日
間
の
会
期
で
６
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
追
加
提
案
分
を
含
む
案
件
30
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
は
２
件
中
１
件
を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

令和５年度予算補正令和５年度予算補正
会計名 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 7580万1千円 122億859万9千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2万5千円 22億2005万3千円

農業集落排水事業特別会計 42万8千円 1億8324万3千円

水道事業会計（収益的支出） 71万4千円 3億7365万円

一般
会
計
補
正
予
算（
主
な
事
業
）

深
ふか

澤
さわ

　　均
ひとし

 議員　　長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員　　高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員　　鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員

一般質問 5 名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　
５
５
０
万
円

六
郷
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
２
７
２
万
円

村
田
議
員　
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
は
、
発
火
事
故

の
危
険
性
が
あ
る
。
分
別

に
は
取
り
組
ま
れ
て
い
る

の
か
。

住
民
生
活
課
長　
住
民
の

方
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
分
別
の
方
法
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
。

危
険
空
き
家
の
解
体
費
用
に
助
成

　
　
　
　
　
　
９
０
０
万
円

�

消
防
第
4
分
団
ポ
ン
プ
積
載
車
車
庫
の
整
備

５
４
７
万
円

障
害
者
支
援
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援

３
１
２
万
円

介
護
保
険
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援　

　
　
　
　
　
　
７
４
４
万
円

現在の六郷地区リサイクルステーション

生
産
力
強
化
支
援
事
業�

６
９
４
万
円

　

復
田
時
の
漏
水
対
策
・
均
平
作
業
等
に
必
要
な
機
械

導
入
費
の
一
部
助
成
（
４
件
）

担
い
手
支
援
事
業�

２
０
０
万
円

　

営
農
を
維
持
・
継
続
す
る
農
業
者
等
に
対
す
る
機

械
・
施
設
等
購
入
費
の
一
部
助
成
（
４
件
）

６
次
産
業
化
施
設
緊
急
整
備
事
業�

70
万
円

　

新
商
品
や
付
加
価
値
の
高
い
６
次
産
業
化
商
品
の
加

工
・
販
売
に
必
要
な
機
械
・
施
設
整
備
費
の
一
部
助
成

施
設
園
芸
等
燃
油
支
援�

１
５
０
万
円

製
造
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援

　
　
　
　
　
　
　
９
５
０
万
円

【
財
産
取
得
】

　

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
２
台�

８
７
１
万
円

【
工
事
請
負
】

　

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事

�

８
４
２
６
万
円

（
美
郷
町
農
業
委
員
会
委
員
）

次
の
方
々
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

齋
藤
美
由
木（
宝
門
町
）	

　

髙
橋　

一
平（
千
屋
中
部
）

髙
橋　

国
広（
籠
林
）	

　

髙
橋　

孝
人（
大
坂
）　

高
橋　

広
樹（
天
神
堂
）	

　

継
田　

竜
也（
笹
巻
）　

【
再
任
】

奥
山　

秀
治（
安
城
寺
下
）	　

加
藤
堅
之
助（
石
神
）　

小
西　

嘉
之（
関
田
）	

　

佐
々
木
定
廣（
荒
町
）　

佐
々
木
竜
孝（
土
崎
北
部
）	　

髙
橋　

秀
行（
琴
平
）　

髙
橋　

正
尚（
元
本
堂
北
部
）	　

深
沢　
　

靖（
中
野
）　

深
田　

秋
彦（
下
畑
屋
）	

　

細
井
千
代
文（
本
堂
東
部
）　

山
田　

貞
子（
新
田
）

●�

美
郷
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
制
定

●
美
郷
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

●
美
郷
町
指
定
金
融
機
関
の
指
定

契
　
約

人
　
事

発
　
議

条
例
な
ど
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議
員　

政
府
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
１
０
０
％
に
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
脱
炭
素
化
に

は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　

家
庭
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
促
進

に
向
け
た
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

町
長  

令
和
５
年
度
よ
り
秋
田
県
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
に
お
い
て
「
断

熱
・
省
エ
ネ
」
改
修
工
事
の
項
目
が
追

加
さ
れ
、
補
助
対
象
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

町
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事

業
も
県
の
補
助
対
象
に
準
拠
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を

補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

◆
防
犯
灯
、街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

議
員  

町
内
の
防
犯
灯
や
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長  

町
内
に
は
防
犯
灯
、
道
路
照
明

灯
が
２
８
５
９
基
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
る
も
の
が
２
０
８
６

基
、
従
来
の
水
銀
灯
と
比
較
し
て
約

60
％
の
消
費
電
力
に
な
る
無
電
極
ラ
ン

プ
灯
が
７
２
３
基
あ
り
、
防
犯
灯
な
ど

の
約
99
％
で
省
エ
ネ
化
対
応
し
て
い

る
。
電
気
料
金
も
平
成
26
年
度
の
約

２
０
０
０
万
円
か
ら
令
和
４
年
度
に
は

約
９
６
０
万
円
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

残
り
50
基
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　

�　

  

体
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン
を

教
育
長  

現
段
階
で
は
難
し
い

議
員  

近
年
、
熱
中
症
に
よ
る
被
害
発

生
が
頻
繁
に
伝
え
ら
れ
る
中
、
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
望
む
声
を
聞

く
。
今
後
、
ま
す
ま
す
気
温
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
小
中
学
校

の
体
育
館
や
社
会
体
育
施
設
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長  

秋
田
県
の
公
立
小
中
学
校
に

お
け
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率

は
１
・
６
％
で
あ
る
。

　

小
中
学
校
の
体
育
の
授
業
で
は
、
屋

外
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
、
体
育
館

の
利
用
頻
度
は
高
く
な
い
。
部
活
動
や

ス
ポ
少
の
練
習
な
ど
で
の
使
用
は
、
主

に
夕
方
か
ら
で
あ
り
、
日
中
に
比
べ
る

と
気
温
も
穏
や
か
に
な
っ
て
く
る
時
間

帯
と
な
る
。

　

ま
た
、
社
会
体
育
施
設
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
多
く
の
コ
ス
ト
と
長
期
に

わ
た
る
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
現
段
階

で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　

過
去
３
年
間
、
町
内
５
箇
所
の
体
育

館
で
の
熱
中
症
に
よ
る
緊
急
搬
送
は
な

く
、
今
後
も
予
防
や
対
応
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
促
進
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で
補
助
対
象
と
な
る

町
長

深
ふか

澤
さわ

　均
ひとし

 議員

問

問

一 般 質 問

LED化前

LED化後

国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延
期
・
見
直

し
を
求
め
る
陳
情

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
【
不
採
択
と
す
べ
き
】

　

・�

改
善
策
や
対
応
策
が
と
ら
れ
て
き
て
い
る
た
め
、

10
月
開
始
と
い
う
こ
と
で
よ
い
。

　

・�

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

適
切
で
あ
る
。

　
委
員
長
報
告
へ
の
反
対
討
論

　

�

泉
議
員　
中
小
零
細
企
業
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
策

の
免
税
点
制
度
を
無
視
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
消

費
増
税
策
で
あ
り
、
陳
情
に
賛
成
す
る
。

（
採
決
結
果
は
13
ペ
ー
ジ
）

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
及
び
教
職
員
定
数
改

善
並
び
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
引
き

上
げ
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

　
　
　

（
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
）

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
【
採
択
と
す
べ
き
】

　

・�

昨
年
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

覆
す
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

・�

教
職
員
の
働
く
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
採
択
す

べ
き
だ
。

採
択

陳
　
情

不
採
択

（
採
決
結
果
は
13
ペ
ー
ジ
）

第
４
回
臨
時
会
（
令
和
５
年
４
月
24
日
）

　

議
案
１
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号

　

１
億
３
９
３
７
万
８
千
円
を
追
加
し
、
１
２
１
億
３

１
１
６
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
支
援
事
業

　

�

村
田
議
員　
一
般
財
源
で
は
な
く
、
国
の
支
出
金
で

賄
え
な
い
か
。

　

�

企
画
財
政
課
長　
国
の
事
業
な
の
で
、
最
終
的
に
は

一
般
財
源
を
縮
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

�
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

　

�
鈴
木
（
正
）
議
員　
電
算
処
理
を
外
部
委
託
す
る
理

由
は
。

　

�

福
祉
保
健
課
長　
５
月
末
ま
で
に
確
実
な
支
給
を
行

う
た
め
。

●�

承
認
第
１
号　

美
郷
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
反
対
討
論
】

泉
議
員　
す
で
に
秋
田
県
は
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り

税
」
と
し
て
森
林
環
境
税
に
似
た
税
金
を
導
入
し
て

い
る
。
町
民
に
と
っ
て
は
、
更
に
同
じ
よ
う
な
税
金

が
徴
収
さ
れ
て
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
採
決
結
果
は
13
ペ
ー
ジ
）

●�

承
認
第
２
号　

美
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

泉
議
員　
国
保
税
課
税
限
度
額
は
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

第
５
回
臨
時
会
（
令
和
５
年
５
月
12
日
）　

　

補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
議
案
11
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

　

道
の
駅
美
郷
急
速
充
電
器
設
置
工
事
の
１
６
３
万
円

を
追
加
し
、
１
２
１
億
３
２
７
９
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

●
役
場
庁
舎
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事

�

深
澤
（
均
）
議
員　
ど
の
程
度
の
電
気
料
の
削
減
に

な
る
か
。
他
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
計
画
は
。

�

総
務
課
長　
試
算
で
は
３
割
か
ら
４
割
の
節
減
を
見

込
ん
で
い
る
。
全
て
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計

画
し
て
い
る
。
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議
員　

熱
中
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
「
暑
さ
指
数
」
の
認
知
度
向
上
な

ど
、
熱
中
症
に
関
す
る
情
報
発
信
へ
の

取
り
組
み
は
。

町
長  

こ
れ
ま
で
も
、
予
防
に
関
す
る

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
防
災
行
政
無
線

で
の
注
意
喚
起
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
も
予
防
と
対
処
に
向
け
た
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

◆
高
齢
者
へ
の
対
策

議
員  

高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
へ
の
取

り
組
み
は
。
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長  

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
時
に
、
予

防
チ
ラ
シ
の
配
布
や
声
掛
け
な
ど
を
し

て
い
る
。
介
護
予
防
教
室
で
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
予
防
に
関
す
る

講
話
を
行
う
。
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

議
員　

「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
活
性
化
構

想
」
に
基
づ
く
実
施
計
画
の
結
果
と
、

町
の
担
う
役
割
は
。

町
長  

空
き
店
舗
等
の
利
活
用
は
、
目

標
の
３
件
を
上
回
り
15
件
だ
っ
た
。
商

店
街
の
売
り
上
げ
の
伸
び
率
は
、
９
・

３
％
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
マ
イ
ナ
ス
２
・
６
％
と
な
っ
た
。

賑
わ
い
創
出
と
し
て
の
成
果
は
あ
っ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
は
、
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
活
性
化
実

行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
全
体
の
機

運
醸
成
と
、
関
係
各
所
と
の
連
携
体
制

の
構
築
に
努
め
、
構
想
実
現
に
向
け
て

支
援
策
の
制
度
化
を
図
る
な
ど
の
役
割

を
担
っ
て
き
た
。
計
画
終
了
後
に
お
い

て
も
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
相
談
へ
の

対
応
な
ど
、
切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
る
。

を
実
施
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
に
は
、

啓
発
活
動
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
。

◆
エ
ア
コ
ン
の
点
検・整
備

議
員  

外
出
が
難
し
い
高
齢
者
世
帯
の

エ
ア
コ
ン
の
点
検
と
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長  

エ
ア
コ
ン
点
検
等
の
勧
奨
に
つ

い
て
は
、
介
護
予
防
教
室
等
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
啓
発
し
て
い
る
。

町
広
報
の
特
集
記
事
で
も
注
意
喚
起
を

行
う
。

◆｢

湧
太
郎
」と「
旧
志
ら
梅
」跡
地

議
員  

名
水
市
場
湧
太
郎
の
活
用
に
つ

い
て
、
観
光
や
産
業
活
性
化
の
面
で
取

り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

旧
志
ら
梅
酒
造
跡
地
は
、
公
共
機
能

と
し
て
の
利
用
価
値
を
、
ま
ち
づ
く
り

に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
。

町
長  

魅
力
的
で
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
施
設
の
訴
求
力
を
高
め
、
誘
客

や
産
品
購
入
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

旧
志
ら
梅
酒
造
跡
地
は
、
イ
ベ
ン
ト

時
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
、
行

き
や
す
い
商
業
地
と
し
て
の
認
識
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　  �

地
域
で
連
携
し
、観
光

地
域
づ
く
り
を

　
　
　

地
域
資
源
活
用
協
が
中
心

◆
電
気
料
金
高
騰
へ
の
対
応

議
員  

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
更
な
る
経
済
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長  

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
支
援
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
追
加
の
支
援
は
行
わ
な

い
。

◆
学
校
で
の
対
策

議
員  

学
校
に
お
け
る
、
子
ど
も
の
熱

中
症
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長  

基
本
的
な
予
防
策
を
講
じ
て

お
り
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
屋
外
活
動
を
原
則
中

止
と
し
て
い
る
。
教
室
の
空
調
設
備

は
、
教
員
が
適
切
な
運
用
に
努
め
て
い

る
。
登
下
校
時
の
涼
し
い
服
装
な
ど
に

議
員　

幅
広
い
業
種
や
地
域
住
民
が
連

携
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
充
実
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
二
次
交
通
に
関
す

る
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

町
長  

地
域
資
源
活
用
協
議
会
を
中
心

に
、
幅
広
い
業
種
の
意
見
を
共
有
し
、

地
域
全
体
と
し
て
連
携
の
取
れ
た
観
光

振
興
に
努
め
る
。

　

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
実
証
事
業

を
も
と
に
判
断
す
る
。

つ
い
て
児
童
生
徒
に
指
導
し
て
お
り
、

保
護
者
に
も
「
保
健
だ
よ
り
」
な
ど
で

熱
中
症
対
策
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
　  �

通
学
用
リ
ュッ
ク
の
無
償

配
布
を

町
長  

入
学
祝
金
で
負
担
を
軽
減

議
員  

小
学
校
の
入
学
準
備
を
す
る
家

庭
に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
を

無
償
配
布
し
て
は
。

町
長  

無
償
配
布
の
案
は
、
第
３
次
総

合
計
画
の
策
定
段
階
で
検
討
し
た
が
、

現
金
給
付
に
よ
る
支
援
の
方
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
た
。
小
中
学
校
の
入
学
時

に
給
付
し
て
い
る
１
人
３
万
円
の
入
学

祝
金
を
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
　  �

交
流・関
係
人
口
の
拡
大
を

町
長  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

議
員  

全
国
的
に
増
え
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
、
地
域
と
交
流
す
る
働
き
方

を
、
町
と
交
流
・
連
携
し
て
い
る
企
業

に
働
き
か
け
る
な
ど
、
新
た
な
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
。

町
長  

観
光
の
分
野
の
ほ
か
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
分
野
な
ど
で
活
動
で
き
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
、
令
和
６
年
度
に
募
集
し

た
い
。

　

新
た
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
企
業
の
意
向
な
ど
の
情
報
収
集
に

努
め
て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
交
流
・
関
係
人
口
の

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

議
員

議
員

議
員

熱
中
症
へ
の
予
防
と
対
策
は

「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
活
性
化
」の
結
果
は

注
意
喚
起
と
啓
発
に
努
め
る

賑
わ
い
創
出
と
し
て
の
成
果
は
あ
っ
た

町
長

町
長

長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

問問

問問

問

環境省作成のポスター

乗合タクシー
「ミズモシャトル」停車場（大曲駅）

町
長
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議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ

る
誤
交
付
・
誤
登
録
が
制
度
上
の
土
台

を
揺
る
が
す
中
、
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
強
要
す

る
法
律
に
改
定
さ
れ
た
。

　

保
険
証
の
廃
止
は
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
根
幹
を
壊
し
、
無
保
険
者
を
生
む

こ
と
に
な
る
と
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
で
も
反
対
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
証
と
一
体
化
し
た

マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
情
報
が
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

が
判
明
し
て
い
る
が
、
町
で
は
問
題
が

な
か
っ
た
の
か
。

町
長  

町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
率
は
、
令
和
５
年
５
月
末
現
在
で

75
・
７
％
、
交
付
率
は
71
・
４
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

保
険
証
と
し
て
の
利
用
に
は
、
い
ろ

議
員　

羽
後
高
校
は
令
和
４
年
８
月
か

ら
給
食
の
提
供
を
始
め
た
。
令
和
５
年

度
の
入
学
者
数
は
、
前
年
度
比
１
・
７

倍
の
伸
び
で
あ
り
、
給
食
の
提
供
が
生

徒
増
加
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

六
郷
高
校
へ
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
実
施
の
是
非
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長  

羽
後
高
校
の
給
食
は
、
希
望

者
の
み
へ
の
提
供
で
、
全
校
生
徒
の
約

８
割
が
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
た

だ
、
開
始
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
、

そ
の
効
果
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
検
証
と
な
る
よ
う
だ
。

　

町
に
よ
る
県
立
高
校
へ
の
給
食
提
供

の
実
現
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ

り
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。
そ
の
上

で
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
望

ま
し
い
か
を
見
極
め
、
考
え
て
い
く
。

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
も
の
の
、
住
民

に
と
っ
て
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

結
果
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
認
識

し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
が
誤
っ
て
登

録
さ
れ
た
事
案
は
、
県
内
で
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

で
、
誤
交
付
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な

か
っ
た
。
町
民
に
関
し
て
、
公
金
受
取

口
座
の
誤
登
録
や
別
人
へ
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
戸
籍
氏
名
の
読
み
仮
名
表
記

議
員  

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
と
し

て
、
戸
籍
へ
の
「
氏
名
の
読
み
仮
名
」

を
追
加
す
る
戸
籍
法
の
改
定
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
今
後
生
ま
れ
る
子
の
名
は
、

行
政
が
「
一
般
的
な
読
み
方
」
か
ど
う

　
　  �

新
入
学
児
童
に
通
学
用

リ
ュッ
ク
の
配
布
を

町
長  

入
学
祝
金
で
支
援

議
員  

高
価
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
わ
な

く
て
す
む
よ
う
に
、
通
学
用
リ
ュ
ッ
ク
を

新
入
学
児
童
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

町
長  

無
償
配
布
の
案
は
、
第
３
次
総

合
計
画
の
策
定
段
階
で
検
討
し
た
が
、

か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
命
名
権

の
侵
害
に
当
た
り
か
ね
な
い
と
の
声
が

出
て
い
る
が
、
見
解
は
。

町
長  

戸
籍
氏
名
へ
の
「
読
み
仮
名
」

の
記
載
が
法
制
化
さ
れ
、
令
和
６
年
度

に
も
施
行
さ
れ
る
予
定
で
、
全
国
民
が

市
区
町
村
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
る
。

新
生
児
な
ど
の
「
読
み
仮
名
」
は
、
氏

名
に
用
い
る
文
字
の
読
み
方
と
し
て

「
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」
に

限
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

戸
籍
事
務
は
法
定
受
託
事
務
で
あ

現
金
給
付
に
よ
る
支
援
の
方
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
た
。
小
中
学
校
の
入
学
時

に
給
付
し
て
い
る
１
人
３
万
円
の
入
学

祝
金
を
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　

  

投
票
区
の
境
界
調
整
を

選
管  

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い

議
員  

指
定
の
投
票
所
が
、
投
票
者
の

最
寄
り
と
は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

投
票
区
の
境
界
を
調
整
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
共
通
投
票
所
の
導
入
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長  

投
票
区
に

お
け
る
人
数
等
も
あ
り
、
投
票
所
ま
で

の
距
離
を
理
由
に
投
票
区
を
見
直
す
こ

と
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

共
通
投
票
所
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

り
、
戸
籍
法
改
正
は
立
法
府
に
お
い
て

議
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
律
的
な
認

識
の
答
弁
は
控
え
た
い
。

　
　  �

会
計
年
度
任
用
職
員
に

勤
勉
手
当
を

町
長  

支
給
の
可
否
を
判
断
す
る

議
員  

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉

手
当
が
支
給
で
き
る
、
改
正
地
方
自
治

法
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
も
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

令
和
６
年
度
よ
り
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

勤
勉
手
当
は
職
員
の
勤
務
成
績
に
応

じ
て
支
給
す
る
主
旨
で
あ
り
、
人
材
確

保
の
観
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
支
給
の

可
否
を
判
断
し
て
い
く
。

　
　  �

期
日
前
投
票
者
に
も
選

挙
公
報
を

選
管  �

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

議
員  

期
日
前
投
票
を
早
く
済
ま
せ
て

し
ま
っ
た
人
に
、
選
挙
公
報
は
後
で
届

く
こ
と
に
な
る
。
期
日
前
投
票
所
の
壁

な
ど
に
公
報
を
貼
り
出
し
た
り
、
電
子

情
報
化
し
た
公
報
を
ネ
ッ
ト
で
公
開

し
、
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長  

令
和
３
年

の
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は
、
選
挙

公
報
の
電
子
デ
ー
タ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。
今
後
は
町
広
報
な
ど

を
活
用
し
、
掲
載
の
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
選
挙
公
報
は
期
日
前
投
票
所

に
備
え
付
け
て
い
る
。

議
員

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
は

六
郷
高
校
へ
給
食
提
供
の
検
討
を

町
で
誤
登
録
・
誤
交
付
は
な
い

 

課
題
の
調
査
・
研
究
を
す
る

町
長

教
育
長

泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員

問問

問問

問

問

戸籍の様式

町内小中学校に提供のサキホコレ給食
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４
月
19
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日

第
４
回
臨
時
議
会

議
会
活
性
化
検
討
会

５
月
12
日

第
５
回
臨
時
議
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

17
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

（
所
管
事
務
調
査
）

　
　

26
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

29
日

議
会
運
営
委
員
会

６
月
２
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
連
絡
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

５
日

第
６
回
定
例
議
会
（
～
15
日
）

　
　

８
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
会
活
性
化
検
討
会

　
　

９
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

14
日

議
会
運
営
委
員
会

15
日

議
会
運
営
委
員
会

26
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

７
月
５
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

11
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

12
日

行
政
視
察
研
修
（
～
14
日
）

議
会
の
動
き

　山形県三川町議会の議員９名が研修のため本町
議会を訪れました。
　本町からは、議長、議会広報常任委員会委員の
計６名が出席しました。
　研修内容は、「議会広報の編集作業、住民参加
の取り組み、広聴活動について」です。長時間に
わたり、活発な意見交換が行われました。

三川町議会（７月７日）

キラリ美郷はいつも
楽しみにしています。

議会だよりの発行を
たのしみにしています。

読みやすくなった。
工夫がされている。

2021年８月〜2023年５月に
いただいた中から選びました

全部読まなくても大体
見ると、ある程度町の
様子が解る。

美郷中生と町議会議員のパ
ネルディスカッションでの
中学生の意見にうれしいお
どろきです。
これからの町づくりの参考
になる若者の声を大切に町
政に活かしてください。

表紙の撮影が六郷高校写
真部さんだったので感動！
ビックリ！
とてもすばらしいです。
これからも頑張ってくださ
いね！

助成対象の拡大を
調査内容  シニア元気いきいき支援事業の実施状況（福祉保健課）

　福祉サービス利用料助成券の内容と交付状況などを調査した。
☆�従来からのはり・きゅう・マッサージ施術利用助成券と温泉施設利用助成券に、令和５年度からはタ
クシーと路線バスの運賃助成も含めた。
☆申請率は、令和４年度末まで30％前後だったが、５月17日現在で30.38％と増加している。
☆�タクシーと路線バスの運賃助成は、自動車運転免許証を保有していない方が対象。交通弱者の外出
機会の拡大を目的としている。

意　　見
☆�タクシーと路線バスの運賃助成は、免許証保有者にも対象を拡大してほしい。
☆�タクシーと路線バスの運賃助成について、使い勝手がよいことを十分に周知してほしい。それによって、
高齢者の免許返納に弾みがつく。
☆�はり・きゅう・マッサージについては、40代～ 60代前半を対象とする助成事業も考えてほしい。

利用しやすい図書館に
調査内容  図書館の運営状況（生涯学習課）

　�館内の設備や蔵書の内容などを調査した。
☆�令和２年度に書籍消毒機、令和４年度に視聴覚コーナーを
設置した。
☆�古くなった蔵書は、県立図書館や近隣の図書館とのバランス
をとって除籍し、定期的に入れ替えしている。
☆�本の追加の要望には、ほぼ対応している。要望は、直接職
員に話してもらうか、アンケート用紙に記入してもらっている。
メールでもらうこともある。
☆�学校が長期休暇の時は利用者が増え、閲覧室・学習室のスペースが不足するため、中央ふれあい館
の会議室を開放している。

意　　見
☆�読書フェスタなどの行事の周知に力を入れ、多くの人から利用してもらえるように努めてほしい。

▲図書検索システムの操作を確認

所管事務調査

教育民生常任委員会
令和５年５月17日

採 決 結 果

採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果議員名

熊
　
谷
　
隆
　
一

村
　
田
　
　
　
薫

鈴
　
木
　
正
　
洋

藤
　
原
　
政
　
春

髙
　
山
　
茂
　
雄

高
　
橋
　
邦
　
武

深
　
澤
　
　
　
均

伊
　
藤
　
福
　
章

髙
　
橋
　
正
　
和

泉
　
　
　
美
和
子

深
　
沢
　
義
　
一

熊
　
谷
　
良
　
夫

澁
　
谷
　
俊
　
二

長
谷
川
　
幸
　
子

鈴
　
木
　
良
　
勝

森
　
元
　
淑
　
雄

◎令和５年第４回議会臨時会（4/24）� ○：賛成　●：反対　欠：欠席
承認第１号　美郷町税条例の一部を改正する条例の専決処分事項の承認を求めることについて

欠 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 承認

承認第２号　美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分事項の承認を求めることについて

欠 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 承認

◎令和５年第６回議会定例会（6/5～6/15）� ○：賛成　●：反対
陳情第21号　国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを求める陳情

〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● 反対

ようこそ美郷町議会へ

13 12みさと議会だより●第76号 みさと議会だより●第76号

所
管
事
務
調
査
・
よ
う
こ
そ
美
郷
町
議
会
へ

議
会
の
動
き
・
お
た
よ
り
・
採
決
結
果



○の中だけお答えください

問２

６月定例会で
一般質問した議員は〇人

今回の表紙は　
美郷中
女子〇〇〇〇〇〇部

問１

クイズ
みさと議会だより 第75号

正解正解とと当選者当選者

多数のご応募、議会や議会だよりに対するご意見・
ご感想ありがとうございました。抽選の結果、次
の方々が当選しました。

クイズ当選者

感想等自由記載欄

問１  議会に関心がありますか？
　　　① 関心がある
　　　② どちらかといえば関心がある
　　　③ どちらかといえば関心がない
　　　④ 関心がない

問２  議会を傍聴したことがありますか？
　　　① ある
　　　② ない

問３  �「みさと議会だより」をどの程度お読
みになりますか？

　　　① 大体全部読む
　　　② 関心のあるものだけ読む
　　　③ ほとんど読まない
　　　④ その他

　必要事項（氏名、住所、年齢、クイズの答え、ア
ンケートの答え）を記入のうえ、はがき又はメール
にてご応募ください。正解者の中から、抽選で５人
の方に粗品を差し上げます。
　また、議会へのご意見をお待ちしております。

応募の注意
☆�応募専用はがき：63円切手を貼ってご応募くださ
い。
☆�官製はがき：アンケートの答えも忘れずにご記入
ください。
☆応募はお一人様１通とさせていただきます。

あて先
〒019-1541　美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　　　　美郷町議会事務局　議会だより係

議会事務局メールアドレス
gikai@town.misato.akita.jp

締切日
令和５年８月31日（当日消印有効）

応　募　方　法クイズの答え

アンケート回答

●次回定例会は、９月上旬を予定しています。
　日程は８月１５日発行の「議会だよりお知らせ版」をご覧ください。

問４  �「みさと議会だより」の誌面の見やす
さはいかがですか？

　　　① 見やすい・読みやすい
　　　② 見づらい・読みにくい
　　　③ その他

問５  �誌面の中で興味がある項目は何です
か？（複数回答可）

　　　① 一般質問の内容
　　　② 議案の審議結果 
　　　③ 請願・陳情の審査結果 
　　　④ 各種委員会の活動内容 
　　　⑤ �シリーズ「ムチューデント美郷中」

「キラリ美郷」
　　　⑥ その他

問１  　　　　　

問２  　　　　

問３  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問４  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問５  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ア ン ケ ー ト
議 会 に 関 す る

皆様の声をお聞かせ下さい

問1

問2

藤澤美代子 様　　藤原　一男 様
高橋　和美 様　　湯川　清美 様
大阪　　優 様

６月定例会で一般質問した議員は 人

今回の表紙は　
美郷中女子  部

【問１】令和５年度一般会計当初予算は○○○億円

【問２】今回の表紙は　美郷中○○部
▶【正解】野球

クイズ

▶【正解】１１８

わかったかな？

私たち美郷中学校女子ソフトテニス部は、「誰からも応援されるチームになろう」
をモットーに、日々の練習に励んでいます。これまで、３年生のおかげで、日々

の練習や様々な大会で、たくさんの経験を積むことができました。
　郡市総体が終わり、現在は１・２年生９名で活動しています。人数は少なくなりま
したが、感染症対策による規制が緩和され、声を出しての応援ができるようになった
ので、大きな声を出してチームを盛り上げています。
　日頃からお世話になっている家族への感謝の気持ちを伝えられるように、チーム一
丸となって頑張ります！　応援よろしくお願いします！

女子ソフトテニス部代表  
髙
た か

橋
は し

 依
い

吹
ぶ き

（２年）

ムチュ
ーデン

ト

美郷中

シリーズ

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

誰
か
ら
も
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
な
ろ
う

今号の撮影者（六郷高校３年　写真部）

右：我
あが

妻
つま

梨
り

久
く

さん（美郷中出身）
久々の集合写真の撮影で不安もありましたが、テニス部の皆さんは　
いい笑顔だったと思います。ありがとうございました。

左：齊
さい

藤
とう

栞
かん

奈
な

さん（美郷中出身）
天気もよく気温も高い日でした。この天候を生かして撮影することを
心がけました。ご協力いただきありがとうございました。
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63円切手を
貼って下さい

美郷町土崎字上野乙 170-10
美郷町議会事務局
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〒

電話番号

●毎月第４土曜日に●毎月第４土曜日に
　ふれあい食堂を開催　ふれあい食堂を開催
場　所：住民活動センター場　所：住民活動センター
連絡先：0187‒84連絡先：0187‒84‒‒49224922
　　　　090-7662-4979　　　　090-7662-4979
　　　 （髙橋）　　　 （髙橋）

居
場
所
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

「
心
結
び
」の
皆
さ
ん
で
す
。

◇　
　
　
　
◇

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
金
銭
だ
け
で
な
く
心
の

貧
困
が
叫
ば
れ
て
い
た
令
和
３
年
10
月
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
子
ど

も
食
堂
や
お
茶
っ
こ
会
な
ど
、
年
代
や
内
容

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
で
孤
立
し
な
い
居
場

所
を
つ
く
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
22
人
。
手
に
入
っ
た
食
材
で

料
理
を
つ
く
る
の
が
得
意
で
、
子
ど
も
で
も

で
き
る
も
の
や
地
域
な
ら
で
は
の
も
の
な

ど
、
常
に
料
理
の
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　
原
則
、
毎
月
第
４
土
曜
日
の
昼
、
地
域
の

有
志
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
材
を
活
用
し
、
ふ

れ
あ
い
食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

は
無
料
で
、
大
人
か
ら
は
２
０
０
円
程
度
の

協
力
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
・
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
た
食

料
を
一
人
親
世
帯
等
に
支
援
し
て
い
る
ほ

か
、
小
中
学
生
を
対
象
に
自
主
学
習
や
苦
手

科
目
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
協
力
・
協
賛
・
助
成
の
輪
を
広

げ
、
活
動
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
支

援
が
必
要
な
方
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
な
い
広
報
等
の
仕
事
も
あ
り

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
一
緒

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
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会員を募集
しております

議
会
だ
よ
り
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居場所づくりサポート居場所づくりサポート
～心結び～～心結び～

六郷高生も調理に協力六郷高生も調理に協力


